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(57)【要約】
【課題】超音波を介して得られる情報を反映させた表示
モデルを提供する。
【解決手段】超音波データ形成部１６は、複数のエコー
データに基づいて対象組織の超音波データを形成する。
表示モデル形成部１８は、対象組織の超音波データとの
相関関係に基づいて対象組織の標準モデルの形態を変化
させて表示モデルを形成する。標準モデルは、標準モデ
ル内における重要度に応じて優先順位がつけられた複数
のセグメントによって構成されている。表示モデル形成
部１８は、超音波データとの相関関係に基づいて各セグ
メントごとに形態を決定し、優先順位に従って複数のセ
グメントの形態を決定することにより、標準モデルの形
態を変化させて表示モデルを形成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象組織を含む空間に対して超音波を送受波するプローブと、
　前記空間内において超音波ビームを走査するようにプローブを制御する送信部と、
　プローブから得られる信号を処理することにより前記空間内から複数のエコーデータを
得る受信部と、
　前記複数のエコーデータに基づいて対象組織の実相データを形成する実相データ形成部
と、
　対象組織の実相データとの相関関係に基づいて対象組織のモデルデータの形態を変化さ
せて表示モデルを形成する表示モデル形成部と、
　形成された表示モデルに対応した画像を表示する画像表示部と、
　を有し、
　前記モデルデータは、モデルデータ内における重要度に応じて優先順位がつけられた複
数のセグメントによって構成され、
　前記表示モデル形成部は、前記実相データとの相関関係に基づいて各セグメントごとに
形態を決定し、前記優先順位に従って複数のセグメントの形態を決定することにより、前
記モデルデータの形態を変化させる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記モデルデータは、幹状部分から伸長される枝状部分を備え、枝状部分に含まれる複
数のセグメントに対して、枝状部分に沿って幹状部分側から順に優先順位がつけられる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の超音波診断装置において、
　前記表示モデル形成部は、前記枝状部分が備える複数の分岐部分と前記実相データから
検出される複数の分岐位置とを互いに対応付けることにより、前記実相データを基準とし
て前記モデルデータを位置合わせする、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記表示モデル形成部は、前記実相データに対して細線化処理を施すことにより得られ
る細線化データに基づいて前記実相データから複数の分岐位置を検出する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記表示モデル形成部は、前記実相データとの間の相関値が大きくなるように各セグメ
ントに移動処理と拡大縮小処理を施して各セグメントの形態を決定する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記モデルデータを構成する複数のセグメントの各々には、対象組織内における部位を
示す名称情報が対応付けられており、
　各セグメントの名称情報に基づいて、対象組織の画像内において部位に応じた名称を表
示する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の超音波診断装置において、
　前記各セグメントには、前記名称情報に加えて、そのセグメントの配置状態を示す配置
情報が対応付けられており、
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　対象組織の画像内において部位の位置が指定され、各セグメントの配置情報に基づいて
当該指定された位置に対応するセグメントが特定され、特定されたセグメントの名称情報
に応じた名称を対象組織の画像内に表示する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項６または７に記載の超音波診断装置において、
　前記実相データに基づいて形成される対象組織の画像内に前記名称を表示する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
　請求項６または７に記載の超音波診断装置において、
　前記モデルデータに基づいて形成される表示モデルに対応した画像内に前記名称を表示
する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項１０】
　対象組織を含む空間に対して超音波を送受波することにより得られる複数のエコーデー
タに基づいて対象組織の実相データを形成する実相データ形成部と、
　対象組織の実相データとの相関関係に基づいて対象組織のモデルデータの形態を変化さ
せて表示モデルを形成する表示モデル形成部と、
　を有し、
　前記モデルデータは、モデルデータ内における重要度に応じて優先順位がつけられた複
数のセグメントによって構成され、
　前記表示モデル形成部は、前記実相データとの相関関係に基づいて各セグメントごとに
形態を決定し、前記優先順位に従って複数のセグメントの形態を決定することにより、前
記モデルデータの形態を変化させる、
　ことを特徴とする表示モデル形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に、対象組織の表示モデルを形成する超音波診断
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　対象組織に対して超音波を送受波して得られる複数のエコーデータから対象組織の超音
波画像を形成する技術が従来からよく知られている。超音波画像は、診断のみならず手術
の支援画像としても利用される。さらに、近年におけるインフォームドコンセントの普及
に伴い、患者への病状の説明などに超音波画像を利用する場面も少なくない。
【０００３】
　超音波画像には、超音波画像に特有のスペックルノイズやグレーティングローブやシャ
ドーなどが存在する。医師等の専門家であれば、これら超音波画像に特有の現象を十分に
理解したうえで、超音波画像から得られる有効な情報を利用することができる。ところが
患者等に専門的な現象を理解させて超音波画像を見せることは難しい。
【０００４】
　一方、患者等への説明において、例えば人体モデルや臓器モデルなどを利用することも
考えられる。しかし、一般的な人体モデルや臓器モデルは、患者等から実際に得られる情
報を反映させたものではないため、リアリティに欠ける面もある。
【０００５】
　こうした状況から、本願発明者は、超音波を介して患者等から得られる情報と患者等へ
の説明に利用されるモデルとの融合について研究開発を進めてきた。
【０００６】
　ちなみに、特許文献１には、超音波診断装置などから得られる断層画像データと標準モ
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デルとをマッチングさせて検査対象の結果画像を形成する旨の技術が記載されている。し
かしながら、特許文献１に記載された技術は、患者等への説明のための表示モデルを積極
的に意識したものではなく、また、後に説明するように本発明との間にはいくつもの技術
的な相違が存在する。
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－１６９１２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、超音波を介して得られる情報とモデルとの融合についての研究開発の過程に
おいて成されたものであり、その目的は、超音波を介して得られる情報を反映させた表示
モデルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明の好適な態様の超音波診断装置は、対象組織を含む
空間に対して超音波を送受波するプローブと、前記空間内において超音波ビームを走査す
るようにプローブを制御する送信部と、プローブから得られる信号を処理することにより
前記空間内から複数のエコーデータを得る受信部と、前記複数のエコーデータに基づいて
対象組織の実相データを形成する実相データ形成部と、対象組織の実相データとの相関関
係に基づいて対象組織のモデルデータの形態を変化させて表示モデルを形成する表示モデ
ル形成部と、形成された表示モデルに対応した画像を表示する画像表示部と、を有し、前
記モデルデータは、モデルデータ内における重要度に応じて優先順位がつけられた複数の
セグメントによって構成され、前記表示モデル形成部は、前記実相データとの相関関係に
基づいて各セグメントごとに形態を決定し、前記優先順位に従って複数のセグメントの形
態を決定することにより、前記モデルデータの形態を変化させる、ことを特徴とする。
【００１０】
　上記態様により、超音波を介して得られる実相データを反映させた表示モデルを形成す
ることが可能になる。ちなみに、上記特許文献１には、モデルデータ内における重要度に
応じた優先順位に従って複数のセグメントの形態を決定する旨などの特徴事項は記載され
ていない。
【００１１】
　望ましい態様において、前記モデルデータは、幹状部分から伸長される枝状部分を備え
、枝状部分に含まれる複数のセグメントに対して、枝状部分に沿って幹状部分側から順に
優先順位がつけられる、ことを特徴とする。
【００１２】
　望ましい態様において、前記表示モデル形成部は、前記枝状部分が備える複数の分岐部
分と前記実相データから検出される複数の分岐位置とを互いに対応付けることにより、前
記実相データを基準として前記モデルデータを位置合わせする、ことを特徴とする。
【００１３】
　望ましい態様において、前記表示モデル形成部は、前記実相データに対して細線化処理
を施すことにより得られる細線化データに基づいて前記実相データから複数の分岐位置を
検出する、ことを特徴とする。
【００１４】
　望ましい態様において、前記表示モデル形成部は、前記実相データとの間の相関値が大
きくなるように各セグメントに移動処理と拡大縮小処理を施して各セグメントの形態を決
定する、ことを特徴とする。
【００１５】
　望ましい態様において、前記モデルデータを構成する複数のセグメントの各々には、対
象組織内における部位を示す名称情報が対応付けられており、各セグメントの名称情報に
基づいて、対象組織の画像内において部位に応じた名称を表示する、ことを特徴とする。
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【００１６】
　望ましい態様において、前記各セグメントには、前記名称情報に加えて、そのセグメン
トの配置状態を示す配置情報が対応付けられており、対象組織の画像内において部位の位
置が指定され、各セグメントの配置情報に基づいて当該指定された位置に対応するセグメ
ントが特定され、特定されたセグメントの名称情報に応じた名称を対象組織の画像内に表
示する、ことを特徴とする。
【００１７】
　望ましい態様において、前記超音波診断装置は、前記実相データに基づいて形成される
対象組織の画像内に前記名称を表示する、ことを特徴とする。望ましい態様において、前
記超音波診断装置は、前記モデルデータに基づいて形成される表示モデルに対応した画像
内に前記名称を表示する、ことを特徴とする。
【００１８】
　また、上記目的を達成するために、本発明の好適な態様の表示モデル形成装置は、対象
組織を含む空間に対して超音波を送受波することにより得られる複数のエコーデータに基
づいて対象組織の実相データを形成する実相データ形成部と、対象組織の実相データとの
相関関係に基づいて対象組織のモデルデータの形態を変化させて表示モデルを形成する表
示モデル形成部と、を有し、前記モデルデータは、モデルデータ内における重要度に応じ
て優先順位がつけられた複数のセグメントによって構成され、前記表示モデル形成部は、
前記実相データとの相関関係に基づいて各セグメントごとに形態を決定し、前記優先順位
に従って複数のセグメントの形態を決定することにより、前記モデルデータの形態を変化
させる、ことを特徴とする。
【００１９】
　上記表示モデル形成装置は、例えばコンピュータで実現される。つまり、超音波診断装
置で得られた複数のエコーデータをコンピュータに取り込むシステムを形成し、表示モデ
ル形成装置の機能をそのコンピュータで実現させる。例えば、上記表示モデル形成装置の
動作に対応したプログラムをコンピュータに読み込ませることにより、コンピュータを表
示モデル形成装置として機能させることができる。ちなみに、そのプログラムは、例えば
、ディスクやメモリなどの記憶媒体に記憶され、これらの記憶媒体を介してコンピュータ
に読み込まれる。あるいは、ネットワークなどを介してプログラムがコンピュータに提供
されてもよい。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明により、超音波を介して得られる実相データを反映させた表示モデルを形成する
ことが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の好適な実施形態を説明する。
【００２２】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１はその
全体構成を示す機能ブロック図である。プローブ１０は、対象組織を含む三次元空間に対
して超音波を送受波する。送信部１２は、対象組織を含む三次元空間内で超音波ビームを
走査するようにプローブ１０を送信制御する。受信部１４は、プローブ１０から得られる
信号を処理することにより、対象組織を含む三次元空間内から複数のエコーデータを収集
する。収集された複数のエコーデータは、例えばメモリなどに格納される。
【００２３】
　超音波データ形成部１６は、三次元空間内から収集された複数のエコーデータに基づい
て対象組織を含んだ三次元の超音波データ（対象組織の実相データ）を形成する。プロー
ブ１０がコンベックスタイプの探触子であれば、三次元の超音波データは、例えば、超音
波ビームの主走査方向θ、これに直交する副走査方向φ、および超音波探触子の当接面の
曲率中心からの距離ｒによる極座標系（θ，φ，ｒ）に対応した三次元データ空間内のア
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ドレスに対応したデータとなる。超音波データの座標系については、超音波ビームのビー
ム方向や走査方向に対応した極座標系から、他の座標系、例えば直交座標系（ｘ，ｙ，ｚ
）に変換されてもよい。その場合の三次元の超音波データは、例えば直交座標系（ｘ，ｙ
，ｚ）に対応した三次元データ空間内のアドレスに対応したデータとなる。
【００２４】
　表示モデル形成部１８は、予め用意されている対象組織についての標準モデルを利用し
て、対象組織についての表示モデルを形成する。表示モデル形成部１８は、超音波データ
形成部１６において形成された三次元の超音波データ（対象組織の実相データ）との相関
関係に基づいて標準モデルの形態を変化させて表示モデルを形成する。
【００２５】
　表示画像形成部２０は、表示モデル形成部１８において形成された表示モデルから、対
象組織のモデル画像を形成する。また、表示画像形成部２０は、超音波データ形成部１６
において形成された三次元の超音波データから、対象組織の超音波画像を形成してもよい
。表示画像形成部２０において形成された対象組織のモデル画像や超音波画像は、モニタ
などの表示部２２に表示される。
【００２６】
　このように、本実施形態においては、超音波を介して得られた三次元の超音波データと
の相関関係に基づいて、標準モデルの形態を変化させて対象組織の表示モデルが形成され
る。そこで、図２から図５を利用して、本実施形態における表示モデルの形成について詳
述する。なお、既に図１に示した部分については、以下の説明においても図１の符号を利
用する。
【００２７】
　図２は、超音波データと標準モデルを説明するための図である。図２（Ｉ）には、対象
組織の一例である肝臓内の血管から得られる三次元の超音波データが図示されており、図
２（ＩＩ）には、肝臓内の血管に対応した標準モデルが図示されている。
【００２８】
　患者等の肝臓内の血管を含む三次元空間内から複数のエコーデータを収集し、例えば二
値化処理などによりエコーレベルの比較的小さい血管部分（血流部分）を抽出すると、図
２（Ｉ）に示すように、血管の構造を反映させた三次元の超音波データが得られる。三次
元の超音波データは、患者等の血管の構造を直接的に反映させたものであるため、医師等
による診断においては極めて有用なデータである。
【００２９】
　しかし、超音波データから直接的に得られる超音波画像内には、例えばスペックルノイ
ズやグレーティングローブやシャドーなどが存在する。医師等の専門家であれば、これら
超音波画像に特有の現象を十分に理解したうえで、超音波画像から得られる有効な情報を
利用することができる。ところが、患者等に対する病状の説明などにおいて、患者等に対
して超音波画像を見せる場合、超音波に特有の現象を患者等に理解させて超音波画像を見
せることは難しい。
【００３０】
　そこで、本実施形態においては、図２（ＩＩ）に示す標準モデルを用いて、患者等に見
せるための表示モデルを形成する。標準モデルは、およそ対象組織に合った形状となって
おり、対象組織が肝臓内の血管の場合には、例えば、図２（ＩＩ）に示す形状の標準モデ
ルとなる。標準モデルは、複数のセグメントによって構成されており、各セグメントには
、標準モデル全体の中での重要度に応じて優先順位がつけられている。図２（ＩＩ）では
、複数のセグメントに対して、１，２，３，・・・の順に優先順位がつけられている。ま
た、標準モデルは、優先順位１，２，３のセグメントからなる幹状部分と、優先順位４，
５，６，・・・のセグメントからなる枝状部分を備えている。枝状部分においては、幹状
部分側から順に優先順位がつけられている。
【００３１】
　本実施形態においては、表示モデル形成部１８が、図２（Ｉ）に示す超音波データとの
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相関関係に基づいて図２（ＩＩ）に示す標準モデルの形態を変化させて対象組織（血管）
の表示モデルを形成する。
【００３２】
　図３は、本実施形態における表示モデルの形成処理を説明するためのフローチャートで
ある。また、図４および図５は、図３のフローチャートの各ステップにおいて実行される
処理を説明するための図である。以下、図４および図５を適宜利用して、図３のフローチ
ャートに沿って各ステップの処理を説明する。
【００３３】
　まず、患者等の肝臓内の血管を含む三次元空間内から複数のエコーデータが収集され、
二値化処理などによりエコーレベルの比較的小さい血管部分（血流部分）が抽出され、肝
臓内の血管に関する三次元の超音波データが形成される（Ｓ３０１）。これにより、例え
ば図４（Ａ）に示す超音波データが形成される。なお、この段階で、二値化処理前の三次
元空間内の各エコーデータの大きさと輝度値とを対応付けた三次元の超音波画像データを
形成してもよい。
【００３４】
　三次元の超音波データが形成されると、標準モデルを対応付けるための基準位置が設定
される（Ｓ３０２）。例えば、血管についての二次元または三次元の超音波画像を利用し
てユーザが基準位置を設定する。基準位置は、超音波データに標準モデルを対応付ける際
の目安となる位置であり、例えば標準モデルの優先順位１のセグメントに対応した位置で
ある。基準位置は、例えば複数のセグメントに対応するように、複数設定されてもよい。
【００３５】
　次に、三次元の超音波データから複数の分岐位置が検出される（Ｓ３０３）。表示モデ
ル形成部１８は、図４（Ａ）の超音波データに対して細線化処理を施すことにより、図４
（Ｂ）の細線化データを形成し、細線化データに基づいて血管の分岐位置を検出する。細
線化処理では、図４（Ａ）の血管のデータの表面が血管の内側に向かって徐々に削られ、
線状の（例えば太さが１画素分の）血管の細線化データが形成される。その細線化データ
の分岐を抽出することにより、図４（Ｂ）に示すように、セグメント７に対応する分岐位
置やセグメント１０に対応する分岐位置などが検出される。
【００３６】
　そして、基準位置や分岐位置に基づいて、標準モデル全体を移動させて血管の超音波デ
ータに対して標準モデルが位置合わせされ、また、血管の超音波データの大きさに合わせ
て標準モデル全体が拡大縮小される（Ｓ３０４）。つまり図４（Ｃ）に示すように、細線
化データから検出された分岐位置と標準モデルの分岐部分（例えばセグメント７，１０）
とを互いに対応付けるように、標準モデル全体を移動（平行移動や回転移動）させ、必要
に応じて標準モデルを拡大縮小させる。
【００３７】
　さらに、標準モデル全体の移動と拡大縮小の後に、標準モデルと超音波データとの相関
値が算出される（Ｓ３０５）。そして、Ｓ３０６を介したループ処理により、標準モデル
全体の移動と拡大縮小を徐々に変化させて複数回に亘って実行し、各回ごとに相関値が算
出され、相関値が最大値となった場合にＳ３０６を介したループ処理が終了する。これに
より、図４（Ｄ）に示すように、血管の超音波データと標準モデル全体が概ね一致するよ
うに対応付けられて、標準モデル全体の移動と拡大縮小が終了する。
【００３８】
　標準モデル全体の移動と拡大縮小が終了すると、標準モデルを構成する複数のセグメン
トから、優先順位に従って１つのセグメントが選択される（Ｓ３０７）。そして、選択さ
れたセグメントに対して移動（平行移動や回転移動）処理と拡大縮小処理を実行し（Ｓ３
０８）、その処理後のセグメントと超音波データとの相関値が算出される（Ｓ３０９）。
【００３９】
　そして、Ｓ３１０を介したループ処理により、選択されたセグメントについての移動と
拡大縮小を徐々に変化させて複数回に亘って実行し、各回ごとに相関値が算出され、相関
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値が最大値となった場合にＳ３１０を介したループ処理が終了する。これにより、選択さ
れたセグメントが血管の超音波データと概ね一致するように対応付けられる。
【００４０】
　さらに、Ｓ３１１を介したループ処理により、優先順位に従ってセグメントの選択が繰
り返されて、各セグメントごとに超音波データへの対応付けが行われる。図５（Ｅ）から
図５（Ｊ）は、優先順位に従ってセグメントの選択が繰り返されて、各セグメントごとに
超音波データへの対応付けが行われる様子を示している。
【００４１】
　まず、図５（Ｅ）に示すように、優先順位に従って、セグメント１から３の順に各セグ
メントの移動と拡大縮小が行われて超音波データに対応付けられる。セグメント１から３
は、標準モデルの幹状部分のセグメントである。次に、図５（Ｆ）に示すように、優先順
位に従って、セグメント４から６の順に各セグメントの移動と拡大縮小が行われる。図５
（Ｇ）には、セグメント１４まで移動と拡大縮小が行われた様子が示されている。
【００４２】
　さらに、図５（Ｈ）に示すように、セグメント７において分岐されたセグメント１５か
ら１７についての移動と拡大縮小が行われ、また、図５（Ｉ）に示すように、セグメント
１８から２０についての移動と拡大縮小が行われ、そして、図５（Ｊ）に示すように、セ
グメント２１から２３についての移動と拡大縮小が行われる。
【００４３】
　図５（Ｊ）においては、図示された全てのセグメントについての移動と拡大縮小が終了
し、その結果、複数のセグメントによって形成されるモデルが、血管の超音波データとほ
ぼ一致する程度にまで変形されている。もちろん、図５において図示されていないセグメ
ントについても、優先順位に従って、各セグメントごとに移動と拡大縮小が行われる。そ
して全てのセグメントについての処理が終了すると、図３のフローチャートが終了し、標
準モデル全体が、血管の超音波データとほぼ一致する程度にまで変形され、変形後のモデ
ルが表示モデルとして表示部２２に表示される。
【００４４】
　このように、本実施形態によれば、患者等の実際の血管の形態を直接的に反映させた超
音波データに基づいて、標準モデルが超音波データにほぼ一致する程度にまで変形されて
表示モデルが形成される。そのため、その表示モデルは、患者等の個人ごとの特徴を反映
させたものとなり、例えば患者等に対する病状の説明などにおいて、リアリティに富んだ
説得力のある画像となる。
【００４５】
　さらに、標準モデルを構成する複数のセグメントの各々に、対象組織内の部位を示す名
称情報とそのセグメントの配置状態を示す配置情報とを対応付けておき、各セグメントの
名称情報と配置情報に基づいて、対象組織の画像内において部位に応じた名称を表示する
ようにしてもよい。そこで、部位に応じた名称の表示について説明する。なお、既に図１
に示した部分については、以下の説明においても図１の符号を利用する。
【００４６】
　図６は、各セグメントの名称情報と配置情報を説明するための図であり、図６には、各
セグメントに対応付けられた名称情報と配置情報を示すテーブルが図示されている。図６
に示すテーブルは、図２（ＩＩ）の標準モデルに対応している。
【００４７】
　図６に示すテーブルにおいて、セグメント番号１～３の各セグメントには、名称情報と
して「下大静脈」が対応付けられている。つまり、図２（ＩＩ）の標準モデルに含まれる
セグメント１～３が下大静脈に対応していることを意味している。また、図６に示すテー
ブルにより、図２（ＩＩ）の標準モデルに含まれる複数のセグメントのうち、セグメント
４～２２が右肝静脈に対応付けられており、セグメント２３～４２が中肝静脈に対応付け
られており、セグメント４３，４４が左肝静脈に対応付けられている。
【００４８】
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　さらに、図６に示すテーブルにおいて、各セグメントに対して配置情報が対応付けられ
ている。配置情報には、各セグメントの位置を示す位置データｐと、各セグメントの形状
や大きさを示す形状データｓが含まれている。位置データｐは、例えば三次元データ空間
内における各セグメントの座標である。各セグメントは立体的な形状であり三次元的な領
域を占めるため、その領域を特定する複数の座標を位置データｐとしてもよい。形状デー
タｓは、例えば各セグメントの立体的な形状と大きさを示すデータである。なお、位置デ
ータｐにより各セグメントが占める領域が特定されるのであれば、形状データｓを省略（
位置データと形状データとを一体化）してもよい。
【００４９】
　図６に示すテーブルは、例えばメモリ等に記憶され、表示モデル形成部１８や表示画像
形成部２０により参照される。既に説明したように、表示モデル形成部１８は、超音波デ
ータ形成部１６において形成された三次元の超音波データ（対象組織の実相データ）との
相関関係に基づいて標準モデルの形態を変化させて表示モデルを形成する。例えば、図３
のフローチャートに従って処理が進められ、各セグメントの形態を変化させ、標準モデル
全体が血管の超音波画像とほぼ一致する程度にまで変形される。その形態の変化に応じて
、図６に示すテーブルの配置情報が更新される。なお、変形前の配置情報をデフォルト値
として残しつつ、変形後の配置情報を記憶するようにしてもよい。
【００５０】
　表示画像形成部２０は、超音波データ形成部１６において形成された超音波データに基
づいて対象組織の超音波画像を形成する。表示画像形成部２０において形成された超音波
画像は表示部２２に表示される。そして、その表示された超音波画像内において部位の位
置が指定されると、その部位に応じた名称が表示される。
【００５１】
　図７は、超音波画像と部位の名称についての表示態様を示す図である。図７（Ｉ）は、
断層画像の表示例を示している。図７（Ｉ）の断層画像が表示部２２に表示されると、ユ
ーザは、例えばトラックボールやマウスやタッチパネルなどの操作デバイスを利用して、
断層画像上に表示されるポインタ（例えば矢印形状）を移動させ、名称を表示させたい部
位の位置を指定する。部位の位置が指定されると、その位置に対応するセグメントが特定
される。
【００５２】
　超音波画像との相関関係に基づいて各セグメントの形態を変化させ、標準モデル全体が
血管の超音波画像とほぼ一致する程度にまで変形されている。そこで、図６に示すテーブ
ルの変形後の配置情報が参照され、超音波画像（断層画像）内に指定されたポインタの位
置に対応するセグメントが検索される。
【００５３】
　例えば、ポインタの位置がセグメント内にあれば、ポインタの位置に対応するセグメン
トとして、ポインタの位置を含んだセグメントが選定される。また、ポインタの位置がセ
グメント内になければ、例えば、ポインタの位置に最も近いセグメントが選定される。ポ
インタの位置に対応するセグメントを選定するにあたって、例えばヒット判定などの判定
処理を利用してもよい。
【００５４】
　ポインタの位置に対応するセグメントが選定されると、そのセグメントの名称情報が参
照され、その名称情報に対応した名称が例えば超音波画像上に表示される。図７（Ｉ）の
例においては、ポインタの位置に対応するセグメントが右肝動脈であり、ポインタの近傍
に「右肝動脈」の文字が表示されている。名称はポインタから離れた位置に表示されても
よいし、超音波画像外に表示されてもよい。
【００５５】
　図７（ＩＩ）は、三次元画像の表示例を示している。三次元画像の場合においても、ポ
インタにより名称を表示させたい部位の位置が指定され、その位置に対応するセグメント
が特定される。そして、特定されたセグメントの名称情報に対応した名称が表示される。
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図７（ＩＩ）の例においては、ポインタの位置に対応するセグメントが右肝動脈であり、
ポインタの近傍に「右肝動脈」の文字が表示されている。
【００５６】
　なお、図７においては、超音波画像上に名称を表示させる例を示したが、表示モデル形
成部１８において形成される表示モデル上に名称を表示させてもよい。
【００５７】
　超音波画像上に位置を指定し、その指定した位置（部位）の名称が表示されるため、例
えば、各部位の位置と名称とを容易に認識することができる。そのため、例えば、医師等
の検査者の負担を軽減させるなどの効果も期待できる。
【００５８】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、上述した実施形態は、あらゆる点で単な
る例示にすぎず、本発明の範囲を限定するものではない。本発明は、その本質を逸脱しな
い範囲で各種の変形形態を包含する。例えば、図３や図７を利用して説明した処理の全て
あるいは一部に対応したプログラムをコンピュータに読み込ませて、コンピュータを表示
モデル形成装置として機能させて表示モデルを形成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の全体構成を示す機能ブロック図である。
【図２】超音波データと標準モデルを説明するための図である。
【図３】表示モデルの形成処理を説明するためのフローチャートである。
【図４】フローチャートの各ステップにおける処理を説明するための図である。
【図５】フローチャートの各ステップにおける処理を説明するための図である。
【図６】各セグメントの名称情報と配置情報を説明するための図である。
【図７】超音波画像と部位の名称についての表示態様を示す図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１０　プローブ、１２　送信部、１４　受信部、１６　超音波データ形成部、１８　表
示モデル形成部、２０　表示画像形成部、２２　表示部。
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摘要(译)

要解决的问题：提供能够反射通过超声波获得的信息的显示模型。解决
方案：超声波数据形成部分16基于多个回波数据形成目标组织的超声波
数据。显示模型形成部分18通过基于目标组织和超声波数据之间的相关
性改变目标组织的标准模型的形式来形成显示模型。标准模型由多个段
组成，根据标准模型中的重要程度设置优先级。显示模型形成部分18基
于与超声波数据的相关性确定每个片段的形式，并根据优先级顺序确定
多个片段的形式，从而改变标准模型的形式形成显示模型。
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